
    
このニュースは、花沢、野秋、吉津、高崎など、花沢の里周辺地区の景観まちづくり

重点地区計画の策定に向けた意見交換などの様子を地域の皆様と情報を共有するために

発行しています。ぜひご覧ください。               
※意見の概要は、裏面をご覧ください。    

日 時：5月 9日（水）18:45～20:45 

会 場：高崎集会所 

内 容：以下の３つのテーマに沿って意見交換をしました。 

①地区の景観はどうあるべきか 

②地区で最も大切にしたい景観は？ 

③誰のための何のための景観づくりか？ 

参加者：協議会委員（自治会長、区長、公募住民等）10名 

お問い合わせ 
焼津市 都市政策部 都市デザイン課 計画担当 
〒425-8502 焼津市本町 5-6-1（アトレ庁舎２階） TEL：054-626-2160  FAX：054-626-2184 

第３号 
（平成 30年 5月 22日） 

発行：焼津市都市デザイン課 

第３回協議会を開催しました！ 
テーマ：「景観まちづくりの方向性や考え方」 



                   ＜自然の景観に関すること＞ 
●川、畑、樹林、花などの自然景観を大切にしたい。 
●荒れた畑や森林、竹林を改善したい。 

＜まち並みの景観に関すること＞ 
●ふるさとを感じるまち並みを保全していきたい。 
●住宅の周りや空き地・空き家などの美化を進めたい。 
●自販機、ごみ置場、ガードレール等の色を統一したい。 

＜歴史・文化の景観に関すること＞ 
●花沢城跡を整備して、眺望景観や歴史を活用したい。 
●法華寺や日本坂峠、古墳等の歴史・文化資源を活用したい。 
●やきつべの小径を中心に景観を守り、改善したい。 
●鳴沢不動尊周辺の雰囲気を守り、活かしたい。 

＜人々の活動が創る景観に関すること＞ 
●住民の暮らしの景観、来訪者との交流など、 
里山としての生活や交流の景観を大切にしたい。 

＜その他＞ 
●トイレ整備、散策コースの設定など、来訪客への対応が必要。 
●案内板や花沢川沿いの遊歩道を整備し、来訪客が安全に楽しめるようにしたい。 
花沢の里周辺地区の景観はどうあるべきか？ 

 花沢の里周辺地区で最も大切にしたい景観は？  
●住民と観光客の両方が居心地よくするため   ●焼津市民の誇りを守り、継承するため 
●文化遺産を後世に継承するため        ●地区住民の定住化のため 
●地域住民の暮らしを豊かにするため 
●来訪者のマナー向上も大切だが、住民が来訪者を迎える意識も大切       など 誰のための何のための景観づくりか？ 

意見交換の結果の概要 

花沢城跡 花沢のまち並み やきつべの小径 など 


